
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
埼玉県　深谷市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

138.37 1,043.40 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 非設置 144,375

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 64.88 58.38 95.38 3,024 84,103 16.78 5,012.10 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率　②累積欠損金比率
　前年度に比べて経常収支率が減少した。これは費用の増加
によるものである。しかし、純利益は48,069千円を計上し利
益剰余金を積み上げており、下水道使用料改定の効果が出て
いると言える。
③流動比率
　100％を超えていることから、短期的な債務に対する支払能
力を有すると言える。
④企業債残高対事業規模比率
　使用料改定により改善されたが、類似団体に比べると、使
用料収入の割に借入が多いことが分かる。これは公共下水道
事業が整備段階にあり、その財源として企業債を発行してい
ることや資本費平準化債を発行していることによるものであ
る。
⑤経費回収率
　使用料改定に伴う増収により改善したが、依然、経費回収
率は100％を下回っている。引き続き、汚水処理経費の削減に
努めるとともに、使用料水準の適正化を図ることで改善に努
めていく必要がある。
⑥汚水処理原価
　汚水１㎥あたりの処理経費で、汚水処理原価を超える経費
は総務省の繰出基準に基づき、一般会計から繰り入れること
となっている。
⑦施設利用率
　汚水処理能力に対してどれだけ汚水を処理しているかを示
す指標であり、平均値を下回っていることから、処理能力に
余裕があることが分かる。今後は処理場の統合や農業集落排
水処理施設の公共下水道への接続を検討し効率化を図る必要
がある。
⑧水洗化率
　下水道の処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置し
て汚水処理している人口の割合を示す指標。平均値を下回っ
ており、引き続き接続を推進していく必要がある。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
　下水道事業が保有する有形固定資産の減価償却が
どれだけ進んでいるかを示す指標。平均値を上回っ
ていることから、資産の老朽化が進んでいることが
分かる。公共下水道事業は整備段階の事業であるこ
と、また、2つの処理場を有し、耐用年数が短い機
械設備が多いことから減価償却費がかさむ傾向にあ
る。
②管渠老朽化率
　法定耐用年数を経過した管がないため、0とな
る。
③管渠改善率
　左のグラフでは平成29年度に数値が計上されてい
るが、実際には法定耐用年数を経過した管がないた
め、正しくは0となる。なお、平成25年度は汚水管
の修繕があったため計上されている。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成29年度は前年度に引き続き当期純利益を計上
し、経営状況は改善されている。これは平成27年度
に実施した使用料改定の効果が大きい。しかし、今
後も汚水管渠及び雨水管渠の布設並びに処理場設備
の更新などの事業が予定されていることから、その
財源を確保するために引き続き使用料水準の適正化
を図ることとする。併せて、今後も施設の統廃合の
検討や汚水処理経費の削減など、事業運営の効率化
をさらに図っていく。
　なお、平成29年度に経営戦略を策定した。今後は
この計画の達成状況について毎年度進捗管理を行
い、計画と実績の乖離が著しい場合には、その原因
を分析し対策を講じ、経営健全化及び経営基盤の強
化を図っていくものとする。
　なお、本表上段の「1か月20㎥当たり家庭料金」
は算定方法の変更により、正しくは2,376円とな
る。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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【108.80】 【4.27】 【66.41】 【707.33】
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【38.13】 【5.37】 【0.23】


